


⑥「切り透かし形式」（中田e）

＜写真68＞「切り透かし形式」（中田e）の全景

＜写真67＞「巾着」「銭」「笹」「桜吹雪」俵」「蕪」などの吉祥柄（左上部、右下部）
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旅立稲荷神社　（たびだちいなりじんじゃ）

（1）鎮座地：宮城県仙台市若林区若林2-1-3

（2）主祭神：保食神

（3）例祭日：４月29日

（4）由　緒：

この神社は、白河天皇の永保年間（1081〜1083）の創祀といわれ、山城国伏見稲荷神社の御分霊

を勧請し稲荷大明神と称する。神社合祀令により明治４年９月保食神社（うけもちじんじゃ）と改

称、村社に列する。昭和34年９月旅立稲荷神社と名称を変更する。旅立明神と称することについて、

藩祖伊達政宗公が青葉山に城を定め、初めて参勤の際、当時、下河原五軒茶屋といわれた赤壁楼に

て休息し、この社に代参を以て道中安全を祈り、日を経て無事に帰着したので神恩に感謝し、直ち

に神祇官に奏請して「正一位旅立大明神」を賜り、「旅立明神」の社号を奉ったと伝えられている。

爾来、藩主参勤の際には赤壁楼より道中の安全を祈ったといわれている。

（6）境内社：山神社

（7）社　殿：本殿1坪、幣殿2.5坪、拝殿7.5坪

（9）境内地：367.30坪

（10）正月飾り：

ここでは「紙注連形式」や「切り透かし形式」の正月飾りを以前は奉製していたというが、現在は

「幣束形式」のもののみを頒布している。

＜写真69＞「へいそく」
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生出森八幡神社　（おいでもりはちまんじんじゃ）

（1）鎮座地：宮城県仙台市太白区茂庭字中の瀬西31

（2）主祭神：誉田別尊

（3）例祭日：５月第４日曜日

（4）由　緒：

後鳥羽天皇文治5年源頼朝東征の時創祀す。仙台藩士茂庭家元祖河村秀清厚樫山先登の賞として

頼朝より、本州耶摩、名取両郡内の数ケ村を賜ったので、この村に住む。よってこの社を茂庭城中

の鎮守と崇め祭田を寄進する。仙台藩主綱村の世更めて祭田２石２斗の地を奉献した。当時本社の

末社に白旗・武内両社があり「白旗武内大明神」と称した。又生出森頂上の貴船神社は創建年代は

明でないが、地主神であると伝える。（茂庭家伝、封内風土記）明治５年４月村社に列し、同40年

３月幣帛供進社に指定された。

（6）境内社：小牛田神社、十二社、山方神社、山神

（7）社　殿：本社　本殿4坪、拝殿9坪、社務所10坪、里宮　本殿19坪、拝殿25坪

（9）境内地：272坪

（10）正月飾り：

この神社の氏子は約1000戸といわれるが、「切り透かし形式」の正月飾りを受けるのは、35戸ほど

である。さらに言えば、町区で頒布を受けるのは２戸のみである。

＜写真70＞「切り透かし形式」の全景
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＜写真71＞三方の上に乗った蕪

＜写真72＞中央上部

＜写真73＞左上部

＜写真74＞左下部
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七郷神社　（しちごうじんじゃ）

（1）鎮座地：宮城県仙台市若林区荒井字押口56

（2）主祭神：熊野加布呂岐櫛御食野命

（3）例祭日：４月15日、９月敬老の日

（4）由　緒：

本神社の創立の由来不詳なるも、もと荒井字新屋敷西に鎮座し熊野権現と称す。明治５年６月村

社に列し、同42年から同44年の間に後記神社を合併、44年５月幣帛供進社に指定され、同年７月現

社号に改めた。これより先明治43年３月現在地に遷座する。合祀神社下記の如し。熊野神社（家中

在家西）、穴蔵神社（字石川屋敷）、神明社（荒井）、春日神社（字藤田新田）、皇大神社（長喜域）、

白山神社（伊在）、春日神社（六丁の目）、神明社（荒浜）、湊神社（荒浜）以上9社。

（7）社　殿：本殿3坪、幣殿2坪、拝鍛10坪、神楽殿6坪、社務所28坪

（9）境内地：352.75坪

（10）正月飾り：

ここでは「切り透かし形式」と「幣束形式」の二種の正月飾りを出している。「切り透かし形式」

では五種頒布されているが、以下には「幣束形式」の実例を載せる。

＜写真75＞幣束
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春日神社（かすがじんじゃ）

（1）鎮座地：宮城県仙台市青葉区春日町8-3

（2）主祭神：天児屋根命・比売神・武甕槌命・経津主命

（3）例祭日：６月９日

（4）由　緒：

往古櫓丁柳清水の辺に御鎮座されたが、文治年中源義経奥州下向の節、この社に詣でし時柳に駒

をつないだことから「駒つなぎの柳」といわれた。御神体は翁の面である。別当を青山照光院とい

い、立町１丁目にあった真言宗の寺院で定禅寺門戸である。後、現社の春日町（旧北材木町）に遷

祀した。（御府内珍集記）安永５年４月17日火災に罹り全焼、同９年３月15日再建、昭和20年７月

10日戦災にて全焼。同34年10月復興遷座して現在に至る。

（6）境内社：稲荷神社

（7）社　殿：本殿2坪、幣殿2坪、拝殿12坪（鉄筋コンクリート春日造）

（9）境内地：75坪

（10）正月飾り

＜写真76＞神社に表示された「お正月飾り」の頒布予定
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＜写真77＞変化型の稲荷の幣束

＜写真78＞変化型の稲荷の幣束
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＜写真79＞変化型の稲荷の幣束

＜写真80＞変化型の稲荷の幣束
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＜写真81＞変化型の稲荷の幣束
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八幡神社　（はちまんじんじゃ）

（1）鎮座地：宮城県仙台市若林区沖野3-16-35

（2）主祭神：応神天皇（第15代天皇誉田別命）

（3）例祭日：春季例祭４月15日、秋季例祭９月15日

（4）由　緒：

勧請年月日不詳なれど、中世（室町年中）、当時の名取郡北方三十三郷を領していた茂ケ崎城城

主粟野大膳が沖野に西館（沖野館）を築くにあたり館内に粟野氏の氏神（武運長久守護神）として

八幡神（神祠八幡宮を奉斎）を勧請したと云う。其の後、天正19年（1591、室町）沖野館も戦火に

罹り、近世・元禄３年（1690、江戸）沖野村の村民現在の地に社殿を造立し奉り御神体を厳粛に遷

座され（「御神体飛ンデ火ノ玉トナリ今ノ地ニ遷ル　ヨリテ茲ニ奉祠セリ」との口伝承あり）、爾来、

沖野村の鎮守の守護神八幡宮として尊崇された。（社伝）。元禄３年（1690、江戸）奉造立八幡宮　

元禄三庚午　法印宥範（当社棟札記録）。明治５年11月、村社に列格。大正４年11月、幣帛供進社

に指定される。昭和11年、沖野字無尻橋（現沖野６丁目、横堀東地区）の神明社を合祀する。昭和

27年、「宗教法人八幡神社」となる（包括団体は「宗教法人神社本庁」）。現代（現在）は、沖野鎮

座の守護神八幡神社として信仰崇敬され、今日に至っている。

（6）境内社：古峯神社

（7）社　殿：本殿　1坪、幣殿2坪、拝殿3坪

（9）境内地：581坪

（10）正月飾り：

沖野の八幡神社では、二種の「切り透かし形式」の「正月飾り」が奉製され、「お飾り」と呼ばれ

ている。二種のモチーフはかなり似通っており、中央下部に鳥居があり、その先、階段を上って神社

の建物に至る配置になっている。階段の両脇には幣束があり、その上段には三方に乗った神酒や魚な

どが描かれている。大・小の違いは、鳥居の脇の様子で、「大」の場合は樹木が生い茂った状態を表

しているのに対して、「小」の場合は、角の生えた獣が描かれている点である。

この「お飾り」を飾る際には、「紙注連形式」の魚の形をした紙垂形の切り紙を、同時に飾ること

になる。
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＜写真82＞「お飾り」：大

＜写真83＞「お飾り」：小
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＜写真84＞「お飾り」中央の神社の建物

＜写真85＞階段脇にある「幣束」
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＜写真86＞ウサギ？

＜写真87＞「紙注連形式」
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高砂神社　（たかさごじんじゃ）

（1）鎮座地：宮城県仙台市宮城野区蒲生字町86-41

（2）主祭神：底綿津美神・中綿津美神・表綿津美神・伊邪那岐神・伊邪那美神

（3）例祭日：４月第２日曜日

（4）由　緒：

万治２年（1659年）江戸藩の米穀運輸のため塩釜村浦海より大代村を通り蒲生村まで堀割りの節、

佐々木只太夫藩命をうけて土木の事に従事す。この地に至り泥地にて１日掘れば一夜にして埋もる

という状態で困却し、成就の祈願をこの神に請うたところ、霊験により成就した。依って社殿を営

んで神恩に奉謝した。その後、藩主某この地に来り地に来り地形が播州高砂浦に似ていることから

社名を高砂神社と称し、地名を高砂といった。爾来本社は蒲生北方の鎮守として信仰された。明治

５年１月村社に列する。近年に至り仙台新港の開設に伴い、現在の地に新殿を造営して遷し奉る。

（7）社　殿：本殿　入母屋1坪、幣殿2.25坪、拝殿8.75坪

（9）境内地：140坪

（10）正月飾り

「御幣」

＜写真88＞幣束の表と裏
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福沢神社　（ふくざわじんじゃ）

（1）鎮座地：宮城県仙台市青葉区宮町4-9-12

（2）主祭神：宇迦之御魂神

（3）例祭日：9月25日

（4）由　緒：

桓武天皇延暦7年（788、奈良）此の地に創祀し児玉明神と称す。天暦３年（949、平安）京都総

本宮の稲荷社祠官より正一位稲荷大明神安鎮の証を得て、社号を福沢稲荷明神と改める。安貞年間

（1227〜1228、鎌倉）平泉の和泉三郎忠衡（藤原秀衡の三男）乳母石塚小萩は、主家の女安養院を

守り当地に留まり待ち来たる藤原家の護持仏十一面観音像（木像で後世小萩観音と称され仙岳院に

現存行基作）並に菅原真実の真筆は当社内に安置されたが後伊達綱宗が城東天満宮を榴ヶ岡に遷宮

した際、観音像は天神林に堂を建て遷座した。又福沢稲荷明神の宮守りした小萩の残した歌に「雨

も降れ風の吹くをもいとはねと今宵一夜は露無の里」と後世この世を露無の里といわれている。慶

長年間（1596〜1614、江戸）片倉景綱によって、神殿、拝殿を造営したが惜しくも祝融に罹り明治

に至り再興する。

（6）境内社：金蛇水神社（文政十、創建）、鶏神社（正保三、創建）、小萩明神（寛喜三、創建）、三

山神社（元治元、創建）、山神社（弘化五、創建）

（7）社　殿：本殿　流造3.7坪，幣殿3坪，拝殿24坪

（9）境内地：290.75坪

（10）正月飾り：

「切り透かし形式」には大飾りと小飾りの二種ありとの情報は入手したが、現物を見ることはでき

なかった。以下には、五色の「おへいそく」と白の「おへいそく」を掲げる。
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＜写真89＞

＜写真90＞「おへいそく」
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稲船神社　（いなふねじんじゃ）

（1）鎮座地：宮城県仙台市宮城野区五輪1-14-27

（2）主祭神：宇迦之魂神

（3）例祭日：６月第１土、日曜日

（4）由　緒：

正徳５年３月、藩主伊達綱村公が、勧請すると伝える。天明２年７月、福壽山法林寺現住智教の

代に、本山東陸奥柴田郡平邑白鳥宮より勧請。柴田郡から召し出された御足軽（総勢169人、16石

取り）が、故郷の平邑の大高山神社の御祭神を祀ったものとも伝えられている。

（7）社　殿：本殿　1.2坪、拝殿10坪

　

（9）境内地：100坪

（10）正月飾り：

＜写真91＞「おへいそく」
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八幡神社　（はちまんじんじゃ　通称：坪沼八幡神社）

（1）鎮座地：仙台市太白区坪沼字舘前東70

（2）主祭神：仲哀天皇・神功皇后・応神天皇・武内宿禰

（3）例祭日：４月15日

（4）由　緒：

後冷泉天皇天喜４年陸奥の豪族阿部頼時乱を起こし朝廷源頼義に命じて頼時を討しむ。頼義子義

家と共に男山八幡宮に賊徒平定の祈願籠め祠官に請ふて神像を奉じて東征し各地に賊を戦減す。乱

平ぐに及んで坪沼の邑中央の丘に社殿を建立し神像を鎮座し奉り一族の将を根源舘に居城せしめ地

方鎮撫と共に代々神社に奉仕せしめたり。後数拾代世は戦国時代となり将兵の多くは帰農するに及

んで村落の鎮守と仰ぎ天台宗赤石山圓通寺頼光院を別当とし毎年８月15日祭事の任に當らしむ。社

伝云々。明治５年４月村社に列す。同44年５月幣帛供進社に指定された。

（7）社　殿：本殿　流造1坪、拝殿7.5坪

（9）境内地：920坪

（10）正月飾り：

・正月用袋の中

御札　　神宮大麻・坪沼八幡神社

御神像　大国主神・宇迦御魂神・大年神・事代主神

奥津彦神奥津姫神

鳥居＋（馬＋烏帽子の人）×２
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宮城県神社庁平成25年第62回神宮式年遷宮

拝み方

大祓のご案内

大祓人形　人形×５、車形×１

『坪沼八幡神社社報』

＜写真92＞大祓人形の案内

＜写真93＞人形と車形
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＜写真94＞元旦に初詣を促すポスター

＜写真95＞「おへいそく」
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二木神社　（ふたきじんじゃ）

（1）鎮座地：宮城県仙台市宮城野区田子3-2-40

（2）主祭神：伊邪奈岐神・伊邪奈美神

（3）例祭日：春季例大祭（４月第２日曜日），秋季例大祭（10月第３日曜日）

（4）由　緒：

田子地区の護り神として二木の里に鎮座する二木神社創建の詳細は不明なれど、古老たちの言い

伝えによると源氏の棟梁頼朝が奥州平泉藤原氏遠征の途中、二本の杉の巨木に馬をつなぎ休息した

際、この地を二木と呼ぶようにといい置いて出陣したことにより当時（1189年）頃からこの地を二

木と呼ぶようになったと伝えられる。宮城郡誌の記載によると、「元和２年（1616年）３月19日勧

請（神仏がこの地に下られるのを願ったこと）ニシテ宝暦３年（1753年）９月19日再興サレ明治6

年1月村社ニ列ス」とある。従ってその後の記録が追加されてないところから見ると、前社殿は238

年前に建築され、当地に鎮座してこの地区の信仰を得ていたと考えられる。現在の社殿は、平成３

年に本殿は改築、拝殿は新築したもので、本殿は伊勢神宮のみに伝わる「唯一神明造り」という建

築様式であり、お産・魔除け・厄除け・方位除け・建築・旅行の神として崇敬されている。

（6）境内社：見渡神社

（7）社　殿：本殿5.2坪、拝殿10坪

（9）境内地：158坪

（10）正月飾り：

二木神社では「紙注連形式」「切り透かし形式」「幣束形式」の全てが奉製されている。えん罪作ら

れているものでは、「紙注連形式」が一種、「切り透かし形式」が四種、「幣束形式」は四種奉製され

ている。

まず、「紙注連形式」は紙垂形の「鯛」である。

＜写真96＞紙注連形式の鯛
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＜写真97＞「切り透かし形式」の「末広」（957mm×647mm）

＜写真98＞「切り透かし形式」の「田畑作」（950mm×450mm）
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＜写真100＞「切り透かし形式」の「宝船」（986mm×690mm）

＜写真99＞「切り透かし形式」の「稲の花」（630mm×449mm）
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＜写真101＞「宝船」に描かれた「魚」

＜写真102＞「宝船」に描かれた「宝」の文字

「切り透かし形式」の「末広」は「四枚継ぎ」とも言われ、中央上半分に広げた扇の図柄が切られ

ている。細かい切り込みでドットを打ち込んで形を作っているが、その詳細は不明である。「田畑作」

の場合も、題名から描かれている内容は十分に推測できるのであるが、図柄については、不明瞭である。

「稲の花」についても、中央に稲の花が描かれているが、その他に関しては詳細不明である。最後の「宝

船」は、今述べた三点に比べれば分かり易い。中央下に左右に長く船があり、その下に魚や蛸が泳い

でいる。さらに船より上に「宝」の文字がデフォルメされながらもくっきりと浮かんでいる。この神

社の「切り透かし形式」全体の特徴は、細かいドットで描かれ、図柄の詳細がわかりにくいというこ

とがあげられるが、「宝船」に関しては、かろうじてそのような抽象性からは外れている。
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次に、「幣束形式」のものを見ていくことにしよう。この神社では「稲荷幣束」「五色幣束」「赤幣

束」「白幣束」が頒布されている。

＜写真103＞「稲荷幣束」

＜写真104＞「五色幣束」
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＜写真105＞「白幣束」
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宇那禰神社　（うなねじんじゃ）

（1）鎮座地：宮城県仙台市青葉区芋沢字明神12

（2）主祭神：桓武天皇

（3）例祭日：春５月３日、秋旧暦９月19日

（4）由　緒：

芋沢字明神に鎮座する宇那禰神社は、桓武天皇を祭祀しており、創祀年代は明らかではないが、

封内風土記によれば、社殿造営の際に梁の上に古い棟札が３枚あり、その中の１枚は、藤原朝臣長

沼伊勢守政継が、福徳元年（福徳という年号は公式にはないが、非公開の年号で西暦1490延徳２年

にあたっている。）に建立したという棟札、その２は、藤原朝臣長沼式部少輔宗次が天文５年丙申

（1536）に建立、その３は、藤原朝臣長沼郷六大膳宗家が永禄５年壬戊（1562）に建立したという

棟札である。これ等の棟札によれば、本社は、中世足利時代からの古社で、施主の大壇那は、何れ

も郷六氏に関係あるものである。永禄年中『或は、天正18年（1590）とも、慶長14年（1609）とも』

まで国分郷六村（今の愛子二軒在家）国分氏の重臣郷六大膳孫九郎宗治の氏神として尊宗され、こ

の年今の地に御遷座されたのである。本社の別当寺は、当地の本山派修験光徳山寿命院であった。

その後本社が村社に列格したのは、明治５年３月19日で、村内の神社を合祀したのは、明治43年７

月23日である。尚、境内に樹令約400年の杉の御神木がある。

（7）社　殿：本殿　1.5坪、拝殿　7.5坪

（9）境内地：862.68坪

（10）正月飾り：

ここの神社では「紙注連形式」「切り透かし形式」「幣束形式」の三種の「正月飾り」が奉製されて

いる。

①「切り透かし形式」

まず「切り透かし形式」は二枚飾り、四枚飾り、六枚飾り、八枚飾りの四種見られる。以前までは

半紙を貼り合わせることで大きな「正月飾り」を作っていたため、ここで挙げられる枚数は、つなぎ

合わせた半紙の数を示している。但し現在は、貼り合わせる手間を省く意味から、半紙ではなく美濃

紙を使って奉製している。

「二枚飾り」

横605mm、縦387mmの白い美濃紙で奉製されたお飾りである。中央部に葉のついた蕪が描かれて

いる。蕪の上部から蕪の葉の部分にかけて蛇行しているのは注連縄である。上部の左右には水器、下

部の左右には米俵が描かれている。
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「四枚飾り」

中央下部に葉のついた蕪があり、その上に幣束が乗っている。幣束の回りには注連縄と紙垂がある。

また左右の上部には鶴、下部には亀が描かれている。

＜写真106＞二枚飾り（605mm×387mm）

＜写真107＞「四枚飾り」（766mm×622mm）
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＜写真108＞「四枚飾り」中央部の御幣

「六枚飾り」

上部には紙垂の下がる注連縄が下がり、中央には野菜の乗った三方、その両側には三重ねの餅が乗っ

た三方が配されている。中央の三方の下部には、小判があり、三方同士の間には「田」の字が隠れて

いるともいわれる。また画面左右対称に、上から蕪、鮒。米俵といった吉祥柄が描かれている。

＜写真109＞六枚飾り（1190mm×606mm）
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＜写真111＞宇那禰神社で奉製している幣束

「八枚飾り」

全体は左右対称の模様で出来ているが、まず上部にはゴボウ締めがある。上半分の中央部とその左

右に幣束があり、それぞれの幣束の下に、中央は注連縄で作ったお飾りが米俵に乗ってあり、、左右

には蕪がある。これらお飾りや蕪は、注連縄でもってまとめられている。左右の下部には亀がいるた

め、左右の上部に鶴がいる可能性が高いが確認は取れていない。

②「幣束形式」

この神社で出している幣束には、白色の幣束、五色の幣束、白色の釜神、五色の釜神、水神の幣束、

枡の幣束、マンガンの幣束、俵の幣束、稲荷の幣束などがある。

＜写真110＞八枚飾り（1282mm×620mm）
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＜写真112＞水神の幣束

＜写真113＞枡の幣束
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＜写真115＞稲荷の幣束

＜写真114＞マンガンの幣束
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「紙紙垂形式」

先に挙げた「切り透かし形式」の「正月飾り」と一組にして飾るお飾りである。ここに切られてい

る魚は「鮒」とされている。

＜写真116＞紙注連形式
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諏訪神社　（すわじんじゃ）

（1）鎮座地：宮城県仙台市青葉区上愛子字宮下40

（2）主祭神：建御名方神

（3）例祭日：４月29日

（4）由　緒：

当社は元、国分荘三十三ヶ村の総鎮守国分一宮である。延暦年中（782〜805、平安）氏子一統山

神と称して崇め奉る。文治５年（1189、鎌倉）源頼朝泰衡を討伐の為発向の時戦勝を祈りその報賽

の為伊沢四郎家景を以て社殿を建立（拝殿長床）せしめ諏訪社と改称し、新に十五末社を建立した

ので、当山はすこぶる荘麗を極めた。これより先、信濃国佐久郡の住人源房治の後裔佐久太郎房義、

佐久次郎治義の二人頼朝に従って来て社務を掌ったといわれる。康正３年国分下野守宗治、郷六九

郎再興、此の時西山なる御殿城より現今の地に移し奉る。永禄2年国分能登守宗政、同丹後守宗元、

次、息刑部左衛門綱元、郷六讃岐守政次、息惣左衛門政友社殿を再築して神馬一頭を寄進した。慶

長３年国分家没落、郷六惣左衛門故有りて山岸修理助、堀江長門守、同但馬守施主となり12月１日

遷宮、祢宜伊勢守治清、其子中将奉仕。元和９年藤原朝臣政宗再建、宮本坊奉仕。寛永11年12月晦

日の夜宮野長永夢に和歌一首を得た。即ち「世を長く保つ心は政宗の世界しつかに住吉の松。」と。

此の時茂庭了庵綱元の室下愛子に在り、綱元はこの和歌を政宗公に奉聞したところ政宗大いに喜び、

金３両を奉納し諏訪夢想大明神と贈号、額面を掲げ奉った。翌12年の政宗の造営は造営代官茂庭了

庵綱元、奉行猪狩八右衛門元次であった。此の時本殿長床石階を修造して輪奐の美を極めた。現在

の社殿がそれである。寛文３年再営の際は願主茂庭周防定元でこの歳は伊達家に原田の難があった

為、国分、名取、亘理、伊具、宇田、柴田、刈田、志田、遠田、加美、桃生、牡鹿、栗原、登米、

玉造、磐井、胆沢、江刺、気仙の各郡より広く浄財を募った。貞享２年６月伊達綱村は鳥居を奉献

している等藩主領主の武門をはじめ一般の尊崇厚く大いに栄え、今日に及んだ。明治７年８月村社

に列せられ、同40年４月供進社に指定された。筒粥の神事、その起源は文治年中と伝えられ、１月

14日の深夜から暁にかけて行われる。筒粥を神前に煮、当年の五穀野菜の豊凶を卜定する神事であ

る。現在の社殿の主要な部分は、寛永12年（1635）政宗の代から宝永２年（1705）の間に幾多の困

難の末成ったものと思われ、覆屋で保護されているからほとんど腐蝕することなく保存されている。

本殿は三間社流造、こけら葺、桁行15.3尺、梁間9.1尺三間の向拝と浜床をつけ、中宮・左宮・右宮

に分れている三社造で、彫刻も江戸中期の堅実な手法で施され、社殿と長床だけの古い形式の美事

な建物で昭和38年７月本殿と12枚の棟札を含めて県の重要文化財に指定された。

（5）合祀社：大字作並鎮座の八幡、大伊勢澤の山、稲荷、葉山、薬師、各神社を明治四十二年五月に、

大字熊ケ根の塩流山、熊野、関所の各社を翌四十三年五月に合祀した。

（6）境内社：八幡神社、塩流神社

（8）宝　物：鰐ロ　茂庭網元奉納、甲冑　伊東七十郎着用、扁額　「国分一宮諏訪神社」、獅子　天

明八年奉納、和銃二十丁、剣　二十振、手鎗　五本
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（9）境内地：692.25坪

（10）正月飾り：

「諏訪神社」の「切り透かし形式」には大・中・小の三種がある。「お飾り：大」については、上部

に紙垂が下がり、三方が三台並んでいる。両側の三方には「三重ね餅」が乗り、「俵」「松葉」などが

描かれている。

＜写真117＞「お飾り」大　1098mm×624mm

＜写真118＞紙垂（左上部）

80



＜写真119＞三方と米俵、古銭など（左下部）

＜写真120＞「お飾り」中　（684mm×535mm）

「お飾り：中」は「俵」に乗った御幣が中心に立ち、周りにに古銭や松葉などが配されている。デ

ザインとして見た場合、「大」よりも少し具象性が低く、何をデザインしたかがわかりにくくなって

いる。
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＜写真121＞「お飾り」小　（551mm×395mm）
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小倉神社（おぐらじんじゃ）

（1）鎮座地：宮城県仙台市青葉区大倉字宮前1

（2）主祭神：天照皇大神・大己貴神・少名彦神

（3）例祭日：４月29日、11月3日

（4）由　緒：

平家の一族であった筑後守貞能が、奥州に来り、跡を宮城都大倉の山蔭に留められた。かの山城国

乙訓郡に鎮座まします式内社小倉神社は、平家一族が尊崇したあらたかな神社であったので、この地

大倉に隠棲されるや、ここに同社の分霊を勧請して厚く祀ったと伝えられているが、その時代年月日

は明らかでない。その後、天正年間に当地の豪族大倉蔵人信成なる者が、武運を祈願して社殿を改造

築して篤く祀ったという。天正19年（1591）に大倉家十三代の重忠が佐沼の役に戦死し、大倉家が衰

亡するまで本社を篤く尊崇していたものと見られる。明治８年３月村社列格。大正元年９月、字注連

沢の神明社をはじめ、字宮村の水分神社、字横川の白鬚山神社、字真川の船形山神社と合併した。

（7）社　殿：本殿5坪（間口2間半、奥行2間），拝殿　19.5坪

（9）境内地：400坪

（10）正月飾り

大倉ダムの手前に位置する小倉神社は、近世には本山派修験の家系で大学院と称していた。現宮司

で14世といわれ、地元では近世以来の「法印さん」の呼称で通じている。1984年以来、氏子などが一

番多く集まる11月３日の秋の大祭の際に「正月飾り」の頒布も行うことになっている。

「正月飾り」は、それぞれの家の要望などによって頒布する内容が異なるが、神社で奉製している

ものとしては、以下のようなものがある。

・お飾り　　八枚飾り

六枚飾り

四枚飾り：新旧に種あり、新しいものは現宮司が考案した。

二枚飾り：近年の部屋の大きさに応じて2007年から奉製するようになった。

・鮒幣束　　「口すう鮒」とも呼ぶ。上記の「お飾り」とともに飾る。

・祓い幣束

・白幣束

・紙垂

・略紙垂

・梵天　　　大倉日向の二戸の氏子のみ。
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「八枚飾り」は、上部には注連縄が渡され、そこに紙垂が付けられている。中央には三つの三方が

おかれているが、中央のものには「ご弊」、両側のものには「三重ね餅」が乗せられている。紙垂の下、

三重ね餅のラインには、小銭が四個並んでいる。中央下部には「米俵」が二つ並び、両側下部には「田

圃」が描かれている。左右の端の上下には「笹」があり、両側中央部には魚と亀が描かれている。

＜写真123＞八枚飾り

＜写真122＞小倉神社内に飾られている奉製している正月飾り
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「六枚飾り」の図柄もまた、上部に紙垂が並べられている。このお飾りにも三方が描かれており、

中央には「御幣」、両側には「三重ね餅」という同じモチーフで描かれており、その他に「松の葉」「魚」

「田圃」などが「八枚飾り」とは多少異なった形に描かれている。

この神社の「四枚飾り」には新旧二種確認される。どちらも中央に三方が一台置かれているが、古

いタイプでは、三方に乗るのは「蕪」で、上部左右は「笹」、上部中央は「ゴボウジメ」、それらの下

には「魚」「松葉」「田圃」が描かれている。

これに対して新しいタイプは、現宮司が考案したもので、三方の上に乗っていた「蕪」を、「御幣」

に改めた。

＜写真124＞六枚飾り

＜写真125＞四枚飾り：旧
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＜写真126＞四枚飾り：新

＜写真127＞二枚飾り

「二枚飾り」というのは従来は作っていなかったが、近年の新しい家に「正月飾り」を飾る際、大

きさに限界が出て上手く張れない場合も散見されるようになってきた。そのため2007年から小さいタ

イプを創設して頒布するようになった。このお飾りには「小倉神社」という文字が入っており、全体

のモチーフはこれまで使ってきた「お飾り」とは大きく変化している。このように、新しい発想に立っ

た、新しい「正月飾り」が生まれ出ている点に留意することは、「伝統」といわれてきた文化形成の

実態をニュートラルに見ていく上で看過できないことである。
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＜写真128＞「口吸う鯛」や「幣束」
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熊野神社（くまのじんじゃ）

（1）鎮座地：宮城県仙台市泉区実沢字熊野山17

（2）主祭神：神祖熊野大神櫛御気野命

（3）例祭日：10月第２日曜日（10月９日）本例祭日

（4）由　緒：

伊達家臣、八乙女淡路守の氏神として、実沢八乙女の舘内に鎮座していたものを、後水尾帝の元

和元年（1614）に現在の地に社殿を造営し、実沢地域の守護神としてお祀りしたものである。明治

５年６月に村社に列せられた。明42年11月村内の須賀、葉山、神明、道祖、諏訪、軻遇突智の各社

を合祀した。

（7）社　殿：本殿　流造3坪

（10）正月飾り：

兼務社である以下の神社に対しては、全て「幣束形式」は頒布し、さらに宇佐八幡神社と鷲倉神社

そして賀茂神社については「切り透かし形式」も頒布している。

宇佐八幡神社	 泉区根白石館下

八幡神社	 泉区朴沢字八幡下

鷲倉神社	 泉区福岡字小山

貴布禰神社	 泉区小角字明神

住吉神社	 泉区西田中字下田中

賀茂神社	 泉区古内字糺

熊野神社では、「切り透かし形式」のお飾りを大小二種頒布している。「小のお飾り」には、三方が

二つ並んでおり、三重ね餅が乗っているものと考えられる。上段には「注連縄」が貼られ、下段には

俵が並んでいる。

＜写真129＞お飾り：小　（623mm×384mm）
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これに対して「大のお飾り」は、中央に三方に乗った蕪が描かれている。下半分の両側には「俵」

が並んでおり、左右の最上部には鳥が内側を向いているのが分かる。宮司によるとこの鳥は、「鳳

凰」であるという。

＜写真130＞お飾り：大　（770mm×619mm）
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第４章　まとめ

今回の調査では、仙台市内で盛んに見られる「正月飾り」の実態について、神社の側の資料を中心

に把握することを心がけてきた。これまで見てきた成果から分かることを以下にまとめると共に、今

回の調査の中でやり残した問題について整理することにしよう。その際の基本的な資料として、まず

最初に第２章で扱った神社に対するアンケート調査の結果を＜表３＞に示す。

・まず神社に対するアンケート調査の結果からは、現在奉製中の「正月飾り」の種別としては「幣束

形式」が圧倒的に多く、奉製されているものの内の65.3％を占めていることが明らかになる。見て

きたように幣束にはさまざまな変化型も見られるが、正月以外であっても基本型の幣束は多くの神

社が奉製している。それを正月に際しても頒布していると考えれば、これが多くなるのは当然と考

えられる。

・「以前奉製」を見ると「切り透かし形式」の割合が高く、総計11件の内の54.5％にあたる6件を占め

ている。事例数が少ない点に不安は残るが、記憶に残る限りの仙台市の以前の「正月飾り」には、

現在見られるよりも「切り透かし形式」のものが多く確認されたものと推定される。確かに、「切

り透かし形式」を奉製する際の手間を勘案すると、そのような選択が行われてきたことは十分考え

られよう。

・また「奉製記録無し」の最多は「紙注連形式」となっているが、そもそも「現在奉製中」の中でも「紙

注連形式」は11.2％しか占めていない。この点を考え併せてみるなら、仙台地域が、宮城県北の気

仙沼地域などとは異なって、「紙注連形式」の「正月飾り」が余り用いられていない地域であるこ

とを裏書きするデータとして読むことができよう。このような形態採用の相違が生じてきた背後に

はさまざまな要因が想定できるものと思われ、詳細な調査が待たれることになろう。

・非常に単純化するなら、仙台市内は「幣束形式」の「正月飾り」採用地帯ということができ、そこ

に多少の「切り透かし形式」とそれより少ない「紙注連形式」が加わって形成されているというこ

とができよう。そのような理解をすると今後の課題として、後二者が幣束中心の仙台地方にどのよ

うな分布で入り込んでいるのか、ということが課題となってこよう。かかる重なり具合を見ていく

際には、単なる地域性のみならず、関わりをもった神社相互の関係にも眼を配らなければなるまい。

それは時には神職の個人的友人関係などにも留意した調査が必要になるものと思われるが、そのよ

うな視点は、離れた地域の「切り透かし形式」のお飾りのデザインが酷似している事実を見る時に

再認識させられる。

・一つの神社における「正月飾り」奉製の歴史的展開に注目してみるなら、歴代の宮司の取り組みの

違いが反映されて、奉製している「正月飾り」の種類や大きさなどに変化が見られることが明らか

になる。この点は、今回の調査の中で宮城県神社庁に保管してある、以前収集した「正月飾り」を

今回入手した「正月飾り」と比較することで明らかになった。しかし資料を検討していく中で、そ

のような変化の最大の理由を神職の考え方の違いにのみ帰してしまうことはある程度まで妥当と思

＜表３＞仙台市内神社の「正月飾り」奉製状況概観

紙注連形式 切り透かし形式 幣束形式

現在奉製中 11 23 64

以前奉製 3 6 2

奉製記録無し 43 37 9

無回答 35 26 17
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われるが、近年の日本における正月に対する人々の考え方や、さらには大きな社会変動の波による

社会生活のあり方の変化などの影響力にも十分留意すべきものと思われる。そのきっかけは、人々

がその住居を現代的・西洋的な新しい家屋に替えたことにより、そもそも「正月飾り」を従来のよ

うに設置する“場”を採ることができないなどといった、「正月飾り」にとってはその存亡の危機

とも言えるような問題が発生している“事実”である。こうした変化を意識しながら調査に当たる

中、かかる変化に敏感に対応している神社がいくつもあることを知ったことは収穫である。そのよ

うな例では、以前まで奉製してきた大きさとは異なった小型サイズの「正月飾り」を新たに創製す

るなどして、人々のニーズに応えるべくきめ細かな工夫をしていることが明らかになったのである。

このような事例を見てくると、「正月飾り」に見られる変化も、単に神職の「代」の違いに留意す

るのみならず、たとえ同じ一人の神職にあっても、時期によってさまざまな変化をしている可能性

がある点を無視することができないことが明らかになる。つまり「正月飾り」という仙台地方の伝

統的習俗を見る時の視点に、「伝統」の文字に縛られたスタティックな見方をすることを批判的に

見直し、ダイナミズムの中で営まれている現実の信仰現象のありのままの姿に眼を向けることが求

められているのである。
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